
No.234
令和4年10月21日 

発行：愛知県大口町議会 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
聴

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

令和 3 年度決算を認定 
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夏季登下校時の熱中症対策は 
男性用個室トイレにもごみ箱を 
老朽化した火の見櫓はどうなる　ほか 
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議会だより 議会だより 

※今定例会で改正条例を全会一致で可決。 
　令和5年4月から通院費も無料になる予定です。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定 
11月30日（水） 提案説明 
12月 2日（金） 一般質問 
12月 5日（月） 一般質問 
12月 7日（水） 質疑 
12月 8日（木） 質疑・委員会付託 
12月12日（月） 総務建設常任委員会 
12月14日（木） 文教福祉常任委員会 
12月20日（火） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

12月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

いざというときに備えて 
（9月24日　健康文化センター　避難所における感染防止対策研修　関連記事P15） 
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いざというときに備えて 
 （9月24日　健康文化センター　避難所における感染防止対策研修　関連記事P15） 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　子供が病気になったりケガをしても不安なく
診察が受けられ、子育てしやすくなるようにし
てください。 

（山田さん　上小口地区） 

　蔵書を増やしてもらえると他の図書館を探さ
ずに済むのでうれしいです。集中して静かに勉
強できる場所も整えてほしいです。 

（丹羽さん　上小口地区） 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

やぐら 

実現 
予定 
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9月定例会の概要 
9月定例会を9月1日から27日までの27日間の会期で開催しました。 

○町提出（議案10件、同意2件、認定1件）（関連記事4・5・15ページ） 

　【全会一致で可決】令和4年度一般会計補正予算（第5号）ほか8議案、及び教育長の任命ほか同意1件 

　【賛成多数で可決】令和4年度一般会計補正予算（第6号） 

　【賛成多数で認定】令和3年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 

※賛否の分かれた議案の詳細については6ページをご覧ください。 

○議員提出（2議案） 

　【全会一致で可決】国の私学助成の拡充に関する意見書提出についてほか1議案 

○一般質問　7人の議員が町政全般にわたり質問しました。【関連記事7～14ページ】 

○請願　2件の請願を審議し、1件を採択しました。【関連記事6ページ】 
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ここに注目！ 

コミュニティバス事業 
 6471万円 
○主な経費 

運行事業負担金 6174万円 
○主な財源 

運行支援収入 300万円 
広告料収入 274万円 

障がい者自立支援事業 
 4億7865万円 
○主な経費 

障害介護給付費 2億8237万円 
障害児通所給付費等 1億1334万円 

○主な財源 
障害者自立支援給付費等負担（補助）金 
 1億4158万円 

子ども医療費事業 
 1億4957万円 
○主な経費 

子ども医療費扶助費 1億4774万円 
 
○主な財源 

子ども医療費補助金 3612万円 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 
 1億7282万円 
○主な経費 

ワクチン接種委託料 1億1541万円 
予防接種報償金 1701万円 
予約受付等電話対応業務委託料 1104万円 

○主な財源 
ワクチン接種対策費負担金 1億3014万円 

都市防災総合推進事業 
 2億5797万円 
○主な経費 

北防災拠点施設整備工事 2億2454万円 
※避難路等照明整備工事 2537万円 
○主な財源 
※都市防災総合推進事業費補助金 1億0725万円 
※前年度からの繰り越し分を含みます 

給食センター運営事業 
 1億4841万円 
○主な経費 

賄材料費 1億2106万円 
○主な財源 

学校給食費負担金 
 （小学校）3987万円 
 （中学校）2223万円 

令和3年度決算で議員が注目した事業をピックアップ！ 

一
般
会
計
決
算
の
概
要
 

歳入 対前年度比 
（％） 歳出 対前年度比 

（％） 

一般会計 

国民健康保険 

後期高齢者医療 

介護保険 

公共下水道 

その他特別会計 

合計 

103億2804万円 

19億2072万円 

3億5012万円 

13億0334万円 

8億5743万円 

2億7869万円 

150億3835万円 

－16.9 

－0.6 

2.6 

6.8 

－16.4 

666.3 

－11.5

97億9525万円 

18億3787万円 

3億4902万円 

12億9479万円 

8億5743万円 

2億7869万円 

144億1304万円 

－19.5 

－2.5 

5.3 

6.8 

－16.4 

669.2 

－13.5

令和3年度会計別決算収支一覧 

※その他特別会計は、国際交流事業、土地取得、次世代育成事業の合計です 
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問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の

経
費
率
は
前
年
度
の
決
算
比

で
約
5
割
に
上
が
っ
て
い
る

が
、
他
の
自
治
体
の
経
費
率

は
ど
の
程
度
か
。
 

 

令
和
3
年
度
の
経
費
率

は
36
・
72
%
。
今
年
度
は
現

状
で
41
・
3
%
を
見
込
ん
で

い
る
。
3
年
度
の
全
国
の
経

費
率
の
平
均
は
46
・
4
%
。

（
総
務
省
調
べ
）
 

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支

は
、
2
年
度
続
け
て
2
千
万

円
超
の
赤
字
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
広
報
し
て
は
。
 

 

広
報
お
お
ぐ
ち
11
月
号

で
特
集
記
事
を
掲
載
予
定
。
 

顧
問
弁
護
士
の
委
託
契

約
方
法
は
。
 

 

継
続
事
案
と
し
て
相
談

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

毎
年
度
同
じ
弁
護
士
事
務
所

と
随
意
契
約
し
て
い
る
。
 

財
政
調
整
基
金
の
利
率

は
。
  

主
な
も
の
で
1
年
定
期

が
0
・
05
%
、
6
か
月
定
期

が
0
・
02
%
、
3
か
月
定
期

で
0
・
0
0
2
%
。
 

国
や
県
な
ど
の
個
人
番

号
利
用
は
個
人
情
報
に
触
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
こ
ま

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
  

社
会
保
障
や
税
の
分
野

と
い
っ
た
法
令
に
定
め
の
あ

る
業
務
や
目
的
に
限
ら
れ
る
。
 

耐
震
診
断
か
ら
本
町
の

補
助
制
度
を
利
用
し
た
耐
震

改
修
や
解
体
除
去
に
つ
な
が

っ
た
件
数
は
。
 

 

耐
震
改
修
4
件
、
解
体

除
去
5
件
。
 

住
環
境
整
備
事
業
の
委

託
料
に
あ
る
木
造
住
宅
耐
震

診
断
に
つ
い
て
、
過
去
3
年

間
の
診
断
し
た
件
数
と
、
そ

の
う
ち
危
険
と
判
断
さ
れ
た

住
宅
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

か
。
  

耐
震
診
断
の
件
数
は
元

年
度
が
9
件
、
2
年
度
が
11

件
、
3
年
度
8
件
、
計
28
件

で
、
全
て
の
物
件
で
危
険
と

判
断
さ
れ
改
修
の
必
要
あ
り

と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
長
寿
命

化
調
査
の
内
容
は
。
 

 

建
物
の
耐
震
診
断
と
劣

化
調
査
を
実
施
し
た
。
 

　
建
物
本
体
は
耐
震
性
を
有

し
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
つ

い
て
は
修
繕
で
対
応
可
能
。
 

　
厨
房
設
備
は
給
食
を
提
供

し
な
が
ら
、
改
修
工
事
が
可

能
な
の
か
を
検
討
。
 

　
ま
た
、
現
在
、
調
理
室
や

洗
浄
室
に
空
調
設
備
が
な
い

た
め
、
事
業
費
の
概
算
を
求

め
た
。
 

土
曜
日
保
育
に
関
し
て

も
ア
レ
ル
ゲ
ン
フ
リ
ー
の
献

立
作
成
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
献
立
作

成
を
園
全
体
で
何
回
行
っ
た

の
か
。
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
園

児
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

献
立
は
管
理
栄
養
士
が

民
間
の
大
口
中
保
育
園
を
含

め
4
園
を
一
括
し
て
作
成
。

各
園
毎
月
2
回
程
度
は
ア
レ

ル
ゲ
ン
フ
リ
ー
の
献
立
を
入

れ
る
よ
う
に
し
、
土
曜
日
は

毎
週
用
意
し
て
い
る
。
 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
園
児
の
現
状

は
9
月
1
日
現
在
、
4
園
で

21
人
。
 

耐
震
診
断
の
み
実
施
し

た
住
宅
が
数
多
く
あ
る
が
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
耐
震
化
促

進
が
必
要
で
は
。
 

 

平
成
29
年
度
か
ら
30
年

度
に
相
談
会
や
戸
別
訪
問
を

行
い
、
約
1
1
0
件
の
耐
震

診
断
を
実
施
。
 

　
そ
の
後
、
手
紙
で
補
助
制

度
の
案
内
を
し
た
が
、
耐
震

改
修
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

た
め
、
今
一
度
、
対
象
者
を

訪
問
し
て
説
明
に
回
り
た
い
。
 

A
E
D
の
使
い
方
を
学

ぶ
講
習
会
は
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
 

 

丹
羽
消
防
署
が
実
施
す

る
講
習
会
に
全
職
員
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中

止
し
て
い
る
。
 

女
性
に
対
し
て
A
E
D

を
使
用
す
る
場
合
、
使
用
を

た
め
ら
わ
な
い
よ
う
に
胸
元

を
隠
せ
る
三
角
巾
を
ケ
ー
ス

の
中
に
備
え
る
配
慮
は
。
 

 

衣
類
を
か
け
る
な
ど
女

性
に
対
す
る
配
慮
は
必
要
。

な
る
べ
く
多
く
の
人
で
外
向

き
に
人
垣
を
作
っ
て
周
囲
の

視
線
を
防
ぎ
、
ス
マ
ホ
で
撮

影
さ
れ
て
S
N
S
に
投
稿
さ

れ
る
状
況
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為

に
対
し
て
は
っ
き
り
注
意
で

き
る
よ
う
な
意
識
付
け
を
す

る
こ
と
も
重
要
。
 

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー

の
電
気
料
金
に
不
足
が
見
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
使

用
量
の
増
加
な
の
か
、
料
金

が
上
昇
し
た
の
か
。
 

 

令
和
2
年
度
の
屋
内
運

動
場
だ
っ
た
際
の
年
間
電
気

料
を
参
考
に
積
算
し
て
当
初

予
算
に
計
上
し
た
。
 

　
大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
へ

の
改
修
に
伴
い
、
空
調
機
器

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
や
北
地

域
自
治
組
織
の
会
議
や
ウ
ィ

ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

柔
道
教
室
の
開
催
、
ま
た
7

月
に
は
参
院
選
の
投
票
場
と

し
て
利
用
す
る
な
ど
、
電
気

使
用
量
が
大
幅
に
増
加
し
、

こ
れ
に
伴
い
基
本
料
金
も
上

が
っ
た
。
 

学
校
給
食
の
材
料
費
に

つ
い
て
、
食
材
な
ど
の
高
騰

に
よ
る
影
響
分
が
今
回
の
補

正
予
算
の
中
に
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
大
丈
夫
か
。
 

 

本
年
4
月
の
給
食
費
の

値
上
げ
に
物
価
上
昇
分
を
含

ん
で
い
る
。
ま
た
、
牛
乳
や

ご
飯
な
ど
年
間
契
約
で
単
価

が
変
わ
ら
な
い
食
材
も
あ
る
。
 

　
さ
ら
な
る
物
価
上
昇
に
よ

り
定
め
た
単
価
で
提
供
が
難

し
く
な
っ
た
場
合
は
、
今
後

の
補
正
予
算
で
対
応
。
 

耐震改修はお早めに 
（写真はイメージです） 

役場東側にある給食センターの外観（昭和63
年竣工） 

改修後、利用が増えたことで電気料
金も増加 

材料費高騰の影響が懸念
されます 

女性にAEDを使用する際にためらわない
ようにする仕組みづくりと意識の啓発が
求められます 

ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
率
は
 

ふ
る
さ
と
納
税
収
支
の
広
報
を
 

職
員
の
A
E
D
講
習
 

A
E
D
使
用
時
の
女
性
へ
の
配
慮
は
 

電
気
料
金
追
加
の
理
由
は
 

材
料
費
高
騰
　
給
食
へ
の
影
響
は
 

補
正
予
算
 

大
中
駐
輪
場
整
備
工
事
費
等
を
追
加
 

（
一
般
会
計
　
第
6
号
）
 

耐
震
改
修
等
補
助
の
利
用
実
績
は
 

耐
震
診
断
の
実
施
状
況
は
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
 

保
育
園
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
 

耐
震
化
促
進
の
取
り
組
み
は
 

決
算
認
定
 

適
切
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
た
か
 

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
）
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答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の

経
費
率
は
前
年
度
の
決
算
比

で
約
5
割
に
上
が
っ
て
い
る

が
、
他
の
自
治
体
の
経
費
率

は
ど
の
程
度
か
。
 

 

令
和
3
年
度
の
経
費
率

は
36
・
72
%
。
今
年
度
は
現

状
で
41
・
3
%
を
見
込
ん
で

い
る
。
3
年
度
の
全
国
の
経

費
率
の
平
均
は
46
・
4
%
。

（
総
務
省
調
べ
）
 

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支

は
、
2
年
度
続
け
て
2
千
万

円
超
の
赤
字
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
広
報
し
て
は
。
 

 

広
報
お
お
ぐ
ち
11
月
号

で
特
集
記
事
を
掲
載
予
定
。
 

顧
問
弁
護
士
の
委
託
契

約
方
法
は
。
 

 

継
続
事
案
と
し
て
相
談

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

毎
年
度
同
じ
弁
護
士
事
務
所

と
随
意
契
約
し
て
い
る
。
 

財
政
調
整
基
金
の
利
率

は
。
  

主
な
も
の
で
1
年
定
期

が
0
・
05
%
、
6
か
月
定
期

が
0
・
02
%
、
3
か
月
定
期

で
0
・
0
0
2
%
。
 

国
や
県
な
ど
の
個
人
番

号
利
用
は
個
人
情
報
に
触
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
こ
ま

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
  

社
会
保
障
や
税
の
分
野

と
い
っ
た
法
令
に
定
め
の
あ

る
業
務
や
目
的
に
限
ら
れ
る
。
 

耐
震
診
断
か
ら
本
町
の

補
助
制
度
を
利
用
し
た
耐
震

改
修
や
解
体
除
去
に
つ
な
が

っ
た
件
数
は
。
 

 

耐
震
改
修
4
件
、
解
体

除
去
5
件
。
 

住
環
境
整
備
事
業
の
委

託
料
に
あ
る
木
造
住
宅
耐
震

診
断
に
つ
い
て
、
過
去
3
年

間
の
診
断
し
た
件
数
と
、
そ

の
う
ち
危
険
と
判
断
さ
れ
た

住
宅
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

か
。
  

耐
震
診
断
の
件
数
は
元

年
度
が
9
件
、
2
年
度
が
11

件
、
3
年
度
8
件
、
計
28
件

で
、
全
て
の
物
件
で
危
険
と

判
断
さ
れ
改
修
の
必
要
あ
り

と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
長
寿
命

化
調
査
の
内
容
は
。
 

 

建
物
の
耐
震
診
断
と
劣

化
調
査
を
実
施
し
た
。
 

　
建
物
本
体
は
耐
震
性
を
有

し
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
つ

い
て
は
修
繕
で
対
応
可
能
。
 

　
厨
房
設
備
は
給
食
を
提
供

し
な
が
ら
、
改
修
工
事
が
可

能
な
の
か
を
検
討
。
 

　
ま
た
、
現
在
、
調
理
室
や

洗
浄
室
に
空
調
設
備
が
な
い

た
め
、
事
業
費
の
概
算
を
求

め
た
。
 

土
曜
日
保
育
に
関
し
て

も
ア
レ
ル
ゲ
ン
フ
リ
ー
の
献

立
作
成
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
献
立
作

成
を
園
全
体
で
何
回
行
っ
た

の
か
。
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
園

児
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

献
立
は
管
理
栄
養
士
が

民
間
の
大
口
中
保
育
園
を
含

め
4
園
を
一
括
し
て
作
成
。

各
園
毎
月
2
回
程
度
は
ア
レ

ル
ゲ
ン
フ
リ
ー
の
献
立
を
入

れ
る
よ
う
に
し
、
土
曜
日
は

毎
週
用
意
し
て
い
る
。
 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
園
児
の
現
状

は
9
月
1
日
現
在
、
4
園
で

21
人
。
 

耐
震
診
断
の
み
実
施
し

た
住
宅
が
数
多
く
あ
る
が
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
耐
震
化
促

進
が
必
要
で
は
。
 

 

平
成
29
年
度
か
ら
30
年

度
に
相
談
会
や
戸
別
訪
問
を

行
い
、
約
1
1
0
件
の
耐
震

診
断
を
実
施
。
 

　
そ
の
後
、
手
紙
で
補
助
制

度
の
案
内
を
し
た
が
、
耐
震

改
修
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

た
め
、
今
一
度
、
対
象
者
を

訪
問
し
て
説
明
に
回
り
た
い
。
 

A
E
D
の
使
い
方
を
学

ぶ
講
習
会
は
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
 

 

丹
羽
消
防
署
が
実
施
す

る
講
習
会
に
全
職
員
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中

止
し
て
い
る
。
 

女
性
に
対
し
て
A
E
D

を
使
用
す
る
場
合
、
使
用
を

た
め
ら
わ
な
い
よ
う
に
胸
元

を
隠
せ
る
三
角
巾
を
ケ
ー
ス

の
中
に
備
え
る
配
慮
は
。
 

 

衣
類
を
か
け
る
な
ど
女

性
に
対
す
る
配
慮
は
必
要
。

な
る
べ
く
多
く
の
人
で
外
向

き
に
人
垣
を
作
っ
て
周
囲
の

視
線
を
防
ぎ
、
ス
マ
ホ
で
撮

影
さ
れ
て
S
N
S
に
投
稿
さ

れ
る
状
況
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為

に
対
し
て
は
っ
き
り
注
意
で

き
る
よ
う
な
意
識
付
け
を
す

る
こ
と
も
重
要
。
 

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー

の
電
気
料
金
に
不
足
が
見
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
使

用
量
の
増
加
な
の
か
、
料
金

が
上
昇
し
た
の
か
。
 

 

令
和
2
年
度
の
屋
内
運

動
場
だ
っ
た
際
の
年
間
電
気

料
を
参
考
に
積
算
し
て
当
初

予
算
に
計
上
し
た
。
 

　
大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
へ

の
改
修
に
伴
い
、
空
調
機
器

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
や
北
地

域
自
治
組
織
の
会
議
や
ウ
ィ

ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

柔
道
教
室
の
開
催
、
ま
た
7

月
に
は
参
院
選
の
投
票
場
と

し
て
利
用
す
る
な
ど
、
電
気

使
用
量
が
大
幅
に
増
加
し
、

こ
れ
に
伴
い
基
本
料
金
も
上

が
っ
た
。
 

学
校
給
食
の
材
料
費
に

つ
い
て
、
食
材
な
ど
の
高
騰

に
よ
る
影
響
分
が
今
回
の
補

正
予
算
の
中
に
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
大
丈
夫
か
。
 

 

本
年
4
月
の
給
食
費
の

値
上
げ
に
物
価
上
昇
分
を
含

ん
で
い
る
。
ま
た
、
牛
乳
や

ご
飯
な
ど
年
間
契
約
で
単
価

が
変
わ
ら
な
い
食
材
も
あ
る
。
 

　
さ
ら
な
る
物
価
上
昇
に
よ

り
定
め
た
単
価
で
提
供
が
難

し
く
な
っ
た
場
合
は
、
今
後

の
補
正
予
算
で
対
応
。
 

耐震改修はお早めに 
（写真はイメージです） 

役場東側にある給食センターの外観（昭和63
年竣工） 

改修後、利用が増えたことで電気料
金も増加 

材料費高騰の影響が懸念
されます 

女性にAEDを使用する際にためらわない
ようにする仕組みづくりと意識の啓発が
求められます 

ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
率
は
 

ふ
る
さ
と
納
税
収
支
の
広
報
を
 

職
員
の
A
E
D
講
習
 

A
E
D
使
用
時
の
女
性
へ
の
配
慮
は
 

電
気
料
金
追
加
の
理
由
は
 

材
料
費
高
騰
　
給
食
へ
の
影
響
は
 

補
正
予
算
 

大
中
駐
輪
場
整
備
工
事
費
等
を
追
加
 

（
一
般
会
計
　
第
6
号
）
 

耐
震
改
修
等
補
助
の
利
用
実
績
は
 

耐
震
診
断
の
実
施
状
況
は
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
 

保
育
園
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
 

耐
震
化
促
進
の
取
り
組
み
は
 

決
算
認
定
 

適
切
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
た
か
 

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
）
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 

一
　
般 

質
　
問 

7議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

男性職員が育児休業を取得しやすい
職場環境づくりを行うため、本町は
今後どのような取り組みを行うのか。 
 
意識改革等を行い、取得しやすい環境をつくる
ことが大切。また、職員の不安を聞き取り、それ
らを解消するための説明も行うようにしたい。 

江
口
昌
史
 

令
和
3
年
9
月
定
例
会
 

男性職員の育児休業 
取得しやすい職場の環境づくりを 

問 

答 

障がい者の方からは、普段から利
用している施設への避難や、移動
の手間を省きたいとの声がある。
直接避難できる仕組みにできないか。 
 
当事者の意向などを踏まえて受入体制
や仕組みを模索しながら、民間施設も
含めた直接避難を検討していきたい。 

佐
名
か
よ
子
 

福祉避難所への直接避難を 

問 

答 

制度を取りまとめた冊子を作成し、該当の職員
に渡すようにした。 
冊子の内容を確認した職員からは、育休取得に
向けた意思表示も聞かれるようになった。 

質問者の満足度 育児休業の取得率
がこれまで以上に向
上していくことを強く
期待。 

要配慮者の意向や地域の実情を踏まえ、事前に
施設ごとへの受け入れ対象者の調整等に時間
を要すため、これらを整理しながら関係課と検
討を進める。 

質問者の満足度 避難先を明らかにすること
で、支援内容、必要な物資
の検討がスムーズになる。
個別計画と連動して仕組
みづくりをお願いしたい。 

こ
う
な
っ
た
 

江口昌史 

佐名かよ子 

吉田　正 

丹羽　孝 

大竹伸一 

江幡満世志 

岡　孝夫 

夏季登下校時の熱中症対策は 
企業誘致施策　施策成果の住民への還元は 

災害弱者に配慮した備蓄は 
男性用個室トイレにもごみ箱を 

いじめ問題　法に基づいた調査委員会設置を 
旧統一協会問題　被害にあわれた方の相談はあるか 

本町の空き家対策は 
老朽化した火の見櫓はどうなる 

オーガニック栽培の食材を給食に 
障がい者ヘルプマークの活用は 

今年度も思いやり商品券の発行を 
五条川沿線道路　ガードレール未設置区間の安全を 

近年頻発する集中豪雨　浸水防止施設の新設に補助を 
分かりやすい行政サービス　よくある質問コーナーを設けては 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

YouTube 
チャンネル名 

「大口町議会」 

大口町 
ホームページ 

「一般質問」 

さ な こ 

え ばた みつ よ し 

おお たけ しん いち 

に わ たかし 

え ぐち まさ し 

おか たか お 

よし だ ただし 

　
9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
2
件
の
請
願
と
2
件
の
陳

情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
採
択
さ
れ

た
も
の
だ
け
を
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他
の
請
願
、
陳
情
の
件

名
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照

し
て
下
さ
い
。
 

 

 

【
　
請
　
　
願
　
】
 

 

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

　
執
行
委
員
長
　
柴
田
健
治
 

他
89
名
 

紹
介
議
員
 

船
戸
光
夫
  

【
　
陳
　
　
情
　
】
 

 

国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

　
私
学
を
よ
く
す
る
 

　
愛
知
父
母
懇
談
会
 

　
江
南
大
口
扶
桑
ブ
ロ
ッ
ク
 

竹
下
　
友
二
 

他
2
名
  

　
採
択
し
た
請
願
、
陳
情
で

提
出
を
求
め
ら
れ
た
意
見
書

は
、
9
月
27
日
付
で
、
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。
 

請
願
・
陳
情 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
大口町ホームページ　⇒　町議会 

⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

① 

② 

○＝賛成、×＝反対　※議長は採決に加わらないため空欄。 

物
価
高
騰
の
支
援
策
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
物

価
高
騰
に
対
す
る
支
援
が
何

も
な
い
。
 

　
上
下
水
道
料
金
の
軽
減
、

学
校
給
食
費
の
時
限
的
な
無

償
化
な
ど
、
た
だ
ち
に
生
活

支
援
策
を
検
討
し
、
実
施
す

る
こ
と
を
望
む
。
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
追
加
に
係
る
経
費
や

大
中
駐
輪
場
整
備
に
係
る
工

事
費
な
ど
を
計
上
。
 

　
一
般
会
計
及
び
7
つ
の
特
別
会
計
の
令
和
3
年
度
収
入
及

び
支
出
の
状
況
及
び
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
議
会
の
認

定
を
求
め
る
も
の
。
 

反
対
 

職
員
一
丸
と
な
り
英
知
を
出
し
た
予
算
 

大
竹
伸
一
 

　
世
の
状
況
を
鑑
み
、
本
町

も
減
速
し
て
は
な
ら
な
い
と

町
職
員
一
丸
と
な
っ
て
英
知

を
出
し
、
町
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
、
町
民
に
と
っ
て

何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
お

互
い
に
情
報
を
融
合
し
て
適

正
に
組
ま
れ
た
予
算
。
 

賛
成
 

①
4
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算（
第
6
号
） 

社
会
保
障
の
充
実
で
町
を
元
気
に
 

吉
田
　
正
 

　
町
長
は
固
定
資
産
税
を
増

や
す
た
め
に
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
る
が
、
景
気
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
景
況
感
の
悪

化
で
撤
退
も
あ
り
う
る
。
 

　
住
民
の
数
を
も
っ
と
増
や

す
こ
と
も
大
切
。
そ
の
た
め

に
は
住
み
や
す
い
様
々
な
社

会
保
障
の
充
実
も
必
要
。
 

反
対
 

②
3
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
 持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
 

江
口
昌
史
 

　
3
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
大
変
難
し
い
町
政
運
営

を
迫
ら
れ
た
が
、
企
業
誘
致

施
策
の
効
果
も
あ
り
、
影
響

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
 

　
今
後
も
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
と
併
せ
、
よ
り
一
層

町
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
求
め
る
。
 

賛
成
 

4年度一般会計補正予算（第6号） 

3年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

鈴
木
 

近
藤
 

江
口
 

岡
 

酒
井
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

×
 

×
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

×
 

×
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

議　案　等　名　称 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

がんばれ 

誘致した工場の造成が進められています 

にっこり 

やぐら 
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 

一
　
般 

質
　
問 

7議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

男性職員が育児休業を取得しやすい
職場環境づくりを行うため、本町は
今後どのような取り組みを行うのか。 
 
意識改革等を行い、取得しやすい環境をつくる
ことが大切。また、職員の不安を聞き取り、それ
らを解消するための説明も行うようにしたい。 

江
口
昌
史
 

令
和
3
年
9
月
定
例
会
 

男性職員の育児休業 
取得しやすい職場の環境づくりを 

問 

答 

障がい者の方からは、普段から利
用している施設への避難や、移動
の手間を省きたいとの声がある。
直接避難できる仕組みにできないか。 
 
当事者の意向などを踏まえて受入体制
や仕組みを模索しながら、民間施設も
含めた直接避難を検討していきたい。 

佐
名
か
よ
子
 

福祉避難所への直接避難を 

問 

答 

制度を取りまとめた冊子を作成し、該当の職員
に渡すようにした。 
冊子の内容を確認した職員からは、育休取得に
向けた意思表示も聞かれるようになった。 

質問者の満足度 育児休業の取得率
がこれまで以上に向
上していくことを強く
期待。 

要配慮者の意向や地域の実情を踏まえ、事前に
施設ごとへの受け入れ対象者の調整等に時間
を要すため、これらを整理しながら関係課と検
討を進める。 

質問者の満足度 避難先を明らかにすること
で、支援内容、必要な物資
の検討がスムーズになる。
個別計画と連動して仕組
みづくりをお願いしたい。 

こ
う
な
っ
た
 

江口昌史 

佐名かよ子 

吉田　正 

丹羽　孝 

大竹伸一 

江幡満世志 

岡　孝夫 

夏季登下校時の熱中症対策は 
企業誘致施策　施策成果の住民への還元は 

災害弱者に配慮した備蓄は 
男性用個室トイレにもごみ箱を 

いじめ問題　法に基づいた調査委員会設置を 
旧統一協会問題　被害にあわれた方の相談はあるか 

本町の空き家対策は 
老朽化した火の見櫓はどうなる 

オーガニック栽培の食材を給食に 
障がい者ヘルプマークの活用は 

今年度も思いやり商品券の発行を 
五条川沿線道路　ガードレール未設置区間の安全を 

近年頻発する集中豪雨　浸水防止施設の新設に補助を 
分かりやすい行政サービス　よくある質問コーナーを設けては 
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P10 

P11 

P12 

P13 

P14
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YouTube 
チャンネル名 

「大口町議会」 

大口町 
ホームページ 

「一般質問」 

さ な こ 

え ばた みつ よ し 

おお たけ しん いち 

に わ たかし 

え ぐち まさ し 

おか たか お 

よし だ ただし 

　
9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
2
件
の
請
願
と
2
件
の
陳

情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
採
択
さ
れ

た
も
の
だ
け
を
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他
の
請
願
、
陳
情
の
件

名
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照

し
て
下
さ
い
。
 

 

 

【
　
請
　
　
願
　
】
 

 

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

　
執
行
委
員
長
　
柴
田
健
治
 

他
89
名
 

紹
介
議
員
 

船
戸
光
夫
  

【
　
陳
　
　
情
　
】
 

 

国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

　
私
学
を
よ
く
す
る
 

　
愛
知
父
母
懇
談
会
 

　
江
南
大
口
扶
桑
ブ
ロ
ッ
ク
 

竹
下
　
友
二
 

他
2
名
  

　
採
択
し
た
請
願
、
陳
情
で

提
出
を
求
め
ら
れ
た
意
見
書

は
、
9
月
27
日
付
で
、
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。
 

請
願
・
陳
情 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
大口町ホームページ　⇒　町議会 

⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

① 

② 

○＝賛成、×＝反対　※議長は採決に加わらないため空欄。 

物
価
高
騰
の
支
援
策
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
物

価
高
騰
に
対
す
る
支
援
が
何

も
な
い
。
 

　
上
下
水
道
料
金
の
軽
減
、

学
校
給
食
費
の
時
限
的
な
無

償
化
な
ど
、
た
だ
ち
に
生
活

支
援
策
を
検
討
し
、
実
施
す

る
こ
と
を
望
む
。
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
追
加
に
係
る
経
費
や

大
中
駐
輪
場
整
備
に
係
る
工

事
費
な
ど
を
計
上
。
 

　
一
般
会
計
及
び
7
つ
の
特
別
会
計
の
令
和
3
年
度
収
入
及

び
支
出
の
状
況
及
び
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
議
会
の
認

定
を
求
め
る
も
の
。
 

反
対
 

職
員
一
丸
と
な
り
英
知
を
出
し
た
予
算
 

大
竹
伸
一
 

　
世
の
状
況
を
鑑
み
、
本
町

も
減
速
し
て
は
な
ら
な
い
と

町
職
員
一
丸
と
な
っ
て
英
知

を
出
し
、
町
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
、
町
民
に
と
っ
て

何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
お

互
い
に
情
報
を
融
合
し
て
適

正
に
組
ま
れ
た
予
算
。
 

賛
成
 

①
4
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算（
第
6
号
） 

社
会
保
障
の
充
実
で
町
を
元
気
に
 

吉
田
　
正
 

　
町
長
は
固
定
資
産
税
を
増

や
す
た
め
に
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
る
が
、
景
気
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
景
況
感
の
悪

化
で
撤
退
も
あ
り
う
る
。
 

　
住
民
の
数
を
も
っ
と
増
や

す
こ
と
も
大
切
。
そ
の
た
め

に
は
住
み
や
す
い
様
々
な
社

会
保
障
の
充
実
も
必
要
。
 

反
対
 

②
3
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
 持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
 

江
口
昌
史
 

　
3
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
大
変
難
し
い
町
政
運
営

を
迫
ら
れ
た
が
、
企
業
誘
致

施
策
の
効
果
も
あ
り
、
影
響

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
 

　
今
後
も
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
と
併
せ
、
よ
り
一
層

町
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
求
め
る
。
 

賛
成
 

4年度一般会計補正予算（第6号） 

3年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

鈴
木
 

近
藤
 

江
口
 

岡
 

酒
井
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

×
 

×
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

×
 

×
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

議　案　等　名　称 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

がんばれ 

誘致した工場の造成が進められています 

にっこり 

やぐら 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

災害弱者に配慮した備蓄は 
地域協働部長 生理用品やオムツ類の備蓄を増強 

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
も
ご
み
箱
を
 

部
長 

ま
ず
は
本
庁
舎
な
ど
か
ら
設
置 

過
去
3
年
間
で
熱
中
症

と
診
断
さ
れ
た
児
童
生

徒
は
い
た
か
。
 

 

本
町
の
学
校

管
理
下
で
熱

中
症
に
よ
り
治
療
、
療
養
を

行
っ
た
事
例
は
な
い
。
 

 

熱
中
症
対
策
で
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
各
校

に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。
 

 

経
常
的
に
か

な
り
の
費
用

が
掛
か
る
た
め
考
え
て
い
な

い
。
 

　
保
健
指
導
の
一
環
で
児
童

生
徒
が
自
ら
熱
中
症
予
防
対

策
を
実
践
し
て
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
各
自
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た

い
。
 

 

小
中
学
校
の
夏
季
の
登

下
校
時
に
行
っ
て
い
る

熱
中
症
対
策
は
。
 

 

水
分
補
給
や
、

日
傘
の
積
極

的
な
利
用
の
ほ
か
、
マ
ス
ク

も
登
下
校
時
は
外
す
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
 

　
小
学
校
の
低
学
年
で
は
気

温
が
高
い
場
合
は
下
校
時
間

を
遅
ら
せ
た
り
、
中
学
校
で

は
希
望
者
に
自
転
車
通
学
や

体
操
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
で
の
通

学
を
認
め
る
と
と
も
に
、
徒

歩
通
学
の
生
徒
に
は
帽
子
の

着
用
も
指
導
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
登
下
校
時
の
体
力
消

耗
を
抑
え
る
た
め
、
教
科
書

な
ど
を
学
校
に
置
い
て
帰
る

こ
と
も
認
め
て
い
る
。
 

問 

問 
問 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

は
、
男
性
用
個
室
ト
イ

レ
に
は
あ
ま
り
置
か
れ
て
お

ら
ず
、
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱

が
ん
の
手
術
に
よ
り
尿
漏
れ

パ
ッ
ド
が
必
要
に
な
っ
た
方
々

が
困
っ
て
い
る
。
 

　
公
共
施
設
の
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。
 

 

一
部
の
施
設
に

は
設
置
し
て
あ

る
が
、
役
場
庁
舎
な
ど
多
く

の
施
設
に
は
設
置
し
て
い
な

い
。
 

　
ま
ず
は
、
役
場
庁
舎
1
階

の
東
西
、
2
階
の
西
側
、
及

び
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
の
男

性
用
個
室
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
。
 

　
そ
の
後
、
使
用
状
況
な
ど

を
見
な
が
ら
他
の
施
設
に
も

広
げ
て
い
き
た
い
。
 

 

不
特
定
多
数
の
方
が
利

用
す
る
民
間
施
設
へ
の

働
き
か
け
は
。
 

 

役
場
庁
舎
な
ど

か
ら
他
の
公
共

施
設
へ
設
置
を
広
げ
る
中
で
、

社
会
全
体
に
理
解
が
深
ま
っ

て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
 

 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

町
長
は
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
進
め
て
い
る
が
、

再
び
企
業
誘
致
に
舵
を
き
っ

た
理
由
は
。
 

 

先
人
の
英
断

と
尽
力
に
よ

り
築
か
れ
て
き
た
、
こ
の
恵

ま
れ
た
大
口
町
を
50
年
先
ま

で
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、

強
固
な
財
政
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
。
 

 

本
町
は
固
定
資
産
税
税

収
の
将
来
的
な
目
標
金

額
を
設
定
し
て
企
業
誘
致
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
 

 

40
億
円
を
目

標
に
し
て
い

る
。
 

 

目
標
達
成
後
の
企
業
誘

致
施
策
は
ど
う
な
る
の

か
。
 

 

今
後
は
、
限

り
あ
る
貴
重

な
土
地
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
民
間
事
業
者
に
よ
る

乱
開
発
を
抑
制
し
、
古
く
か

ら
町
内
で
操
業
さ
れ
て
い
る

企
業
が
優
先
し
て
開
発
で
き

る
よ
う
な
町
独
自
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
。
 

 

将
来
的
に
企
業
誘
致
施

策
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
住
民
に
還
元
し
て
い
く
の

か
。
 

 

今
以
上
に
少
し
で
も

安
全
安
心
な
ま
ち
を

つ
く
り
、
大
切
な
税
金
を
無

駄
に
使
う
こ
と
な
く
ま
ち
の

発
展
に
つ
く
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

町
長 

本
町
の
災
害
備
蓄
品
は

女
性
や
災
害
弱
者
に
配

慮
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
災

害
用
授
乳
服
の
備
蓄
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
 

 

こ
こ
数
年
来
、

生
理
用
品
や

オ
ム
ツ
類
を
買
い
増
し
、
女

性
や
災
害
弱
者
に
配
慮
し
た

災
害
備
蓄
を
行
っ
て
お
り
、

災
害
用
授
乳
服
の
備
蓄
に
つ

い
て
も
、
保
健
師
や
保
育
士

な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。
 

 

近
年
、
地
区
の
活
動
に

参
加
し
な
い
住
民
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
方
策
は
。
 

 

地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄

化
に
つ
い
て
、
課
題
解
決
に

向
け
た
話
し
合
い
を
始
め
た

と
こ
ろ
。
 

 

近
年
の
大
雨
は
恐
怖
を

感
じ
る
住
民
も
多
い
。

住
民
の
安
全
安
心
に
繋
が
る

よ
う
な
対
策
は
。
 

 

河
川
調
節
池
や

雨
水
調
整
池
の

整
備
で
浸
水
被
害
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
道
路

改
良
工
事
に
際
し
側
溝
を
大

き
く
す
る
な
ど
の
排
水
対
策

も
実
施
。
 

問 

問 問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

建
設
部
長 

施策成果の住民への還元は 
町長 安全安心なまちづくりを進める 

企業誘致施策 

外坪地区に誘致したガス機器製
造企業の工場 

近年、男性用個室トイレにもサニタリー
ボックスの設置が進められています 

余野地区と下小口地区の堺
付近にある調整池。豪雨時
には満水になることも 

町防災倉庫に備蓄されている生
理用品など 

夏
季
登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は
 

部
長 

水
分
補
給
や
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導 

令和4年9月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和4年9月定例会 
一般質問（江口議員） 

サニタリーボックス 
使用済みの生理用品等を廃棄

する目的でトイレに設置されて
いるごみ箱 

登下校時の水分補給は熱中症対
策に欠かせません 
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史

 

一
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質
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佐
名
か
よ
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災害弱者に配慮した備蓄は 
地域協働部長 生理用品やオムツ類の備蓄を増強 

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
も
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を
 

部
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ま
ず
は
本
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舎
な
ど
か
ら
設
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過
去
3
年
間
で
熱
中
症

と
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た
児
童
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は
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か
。
 

 

本
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の
学
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管
理
下
で
熱

中
症
に
よ
り
治
療
、
療
養
を

行
っ
た
事
例
は
な
い
。
 

 

熱
中
症
対
策
で
ウ
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ー

タ
ー
サ
ー
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を
各
校

に
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置
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。
 

 

経
常
的
に
か

な
り
の
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用

が
掛
か
る
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め
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え
て
い
な

い
。
 

　
保
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の
一
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で
児
童

生
徒
が
自
ら
熱
中
症
予
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対
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こ
と
で
、
各
自
で
対
応
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る
よ
う
に
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て
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い
。
 

 

小
中
学
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の
夏
季
の
登

下
校
時
に
行
っ
て
い
る

熱
中
症
対
策
は
。
 

 

水
分
補
給
や
、

日
傘
の
積
極

的
な
利
用
の
ほ
か
、
マ
ス
ク

も
登
下
校
時
は
外
す
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
 

　
小
学
校
の
低
学
年
で
は
気

温
が
高
い
場
合
は
下
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時
間

を
遅
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せ
た
り
、
中
学
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で

は
希
望
者
に
自
転
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通
学
や

体
操
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
で
の
通

学
を
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る
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も
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も
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る
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、
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時
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こ
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漏
れ
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が
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々
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の
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。
 

 

一
部
の
施
設
に

は
設
置
し
て
あ

る
が
、
役
場
庁
舎
な
ど
多
く

の
施
設
に
は
設
置
し
て
い
な

い
。
 

　
ま
ず
は
、
役
場
庁
舎
1
階

の
東
西
、
2
階
の
西
側
、
及

び
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
の
男

性
用
個
室
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
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そ
の
後
、
使
用
状
況
な
ど

を
見
な
が
ら
他
の
施
設
に
も

広
げ
て
い
き
た
い
。
 

 

不
特
定
多
数
の
方
が
利

用
す
る
民
間
施
設
へ
の

働
き
か
け
は
。
 

 

役
場
庁
舎
な
ど

か
ら
他
の
公
共

施
設
へ
設
置
を
広
げ
る
中
で
、

社
会
全
体
に
理
解
が
深
ま
っ

て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
 

 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

町
長
は
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
進
め
て
い
る
が
、

再
び
企
業
誘
致
に
舵
を
き
っ

た
理
由
は
。
 

 

先
人
の
英
断

と
尽
力
に
よ

り
築
か
れ
て
き
た
、
こ
の
恵

ま
れ
た
大
口
町
を
50
年
先
ま

で
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、

強
固
な
財
政
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
。
 

 

本
町
は
固
定
資
産
税
税

収
の
将
来
的
な
目
標
金

額
を
設
定
し
て
企
業
誘
致
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
 

 

40
億
円
を
目

標
に
し
て
い

る
。
 

 

目
標
達
成
後
の
企
業
誘

致
施
策
は
ど
う
な
る
の

か
。
 

 

今
後
は
、
限

り
あ
る
貴
重

な
土
地
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
民
間
事
業
者
に
よ
る

乱
開
発
を
抑
制
し
、
古
く
か

ら
町
内
で
操
業
さ
れ
て
い
る

企
業
が
優
先
し
て
開
発
で
き

る
よ
う
な
町
独
自
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
。
 

 

将
来
的
に
企
業
誘
致
施

策
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
住
民
に
還
元
し
て
い
く
の

か
。
 

 

今
以
上
に
少
し
で
も

安
全
安
心
な
ま
ち
を

つ
く
り
、
大
切
な
税
金
を
無

駄
に
使
う
こ
と
な
く
ま
ち
の

発
展
に
つ
く
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

町
長 

本
町
の
災
害
備
蓄
品
は

女
性
や
災
害
弱
者
に
配

慮
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
災

害
用
授
乳
服
の
備
蓄
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
 

 

こ
こ
数
年
来
、

生
理
用
品
や

オ
ム
ツ
類
を
買
い
増
し
、
女

性
や
災
害
弱
者
に
配
慮
し
た

災
害
備
蓄
を
行
っ
て
お
り
、

災
害
用
授
乳
服
の
備
蓄
に
つ

い
て
も
、
保
健
師
や
保
育
士

な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。
 

 

近
年
、
地
区
の
活
動
に

参
加
し
な
い
住
民
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
方
策
は
。
 

 

地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄

化
に
つ
い
て
、
課
題
解
決
に

向
け
た
話
し
合
い
を
始
め
た

と
こ
ろ
。
 

 

近
年
の
大
雨
は
恐
怖
を

感
じ
る
住
民
も
多
い
。

住
民
の
安
全
安
心
に
繋
が
る

よ
う
な
対
策
は
。
 

 

河
川
調
節
池
や

雨
水
調
整
池
の

整
備
で
浸
水
被
害
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
道
路

改
良
工
事
に
際
し
側
溝
を
大

き
く
す
る
な
ど
の
排
水
対
策

も
実
施
。
 

問 

問 問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

建
設
部
長 

施策成果の住民への還元は 
町長 安全安心なまちづくりを進める 

企業誘致施策 

外坪地区に誘致したガス機器製
造企業の工場 

近年、男性用個室トイレにもサニタリー
ボックスの設置が進められています 

余野地区と下小口地区の堺
付近にある調整池。豪雨時
には満水になることも 

町防災倉庫に備蓄されている生
理用品など 

夏
季
登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は
 

部
長 

水
分
補
給
や
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導 

令和4年9月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和4年9月定例会 
一般質問（江口議員） 

サニタリーボックス 
使用済みの生理用品等を廃棄

する目的でトイレに設置されて
いるごみ箱 

登下校時の水分補給は熱中症対
策に欠かせません 
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一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

本町の空き家対策は 
部長 改修費や除却費の一部を助成 

老
朽
化
し
た
火
の
見
櫓
は
ど
う
な
る
 

地
域
協
働
部
長 

管
理
な
ど
を
地
域
と
協
議 

北
小
学
校
い
じ
め
問
題

は
、
5
年
余
り
を
経
過

し
て
家
族
も
苦
し
み
続
け
て

い
る
。
 

　
早
期
解
決
を
目
指
し
て
調

査
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
に
令
和
2
年
3
月
定
例

会
に
請
願
が
提
出
さ
れ
、
そ

の
請
願
は
採
択
さ
れ
た
。
 

　
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
報
告
を
受
け
て
い
な
い
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 

議
会
か
ら
の
意
見

に
基
づ
き
、
再
度

面
談
記
録
や
保
護
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
資
料
等
を
点
検
し
、

時
系
列
で
整
理
し
た
結
果
、

児
童
間
の
い
じ
め
の
疑
念
は

持
ち
え
ず
、
法
に
定
義
す
る

重
大
事
態
に
は
当
た
ら
な
い

と
判
断
。
 

　
教
師
の
指
導
に
つ
い
て
も

通
常
に
お
け
る
範
囲
内
と
捉

え
て
お
り
、
現
状
は
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
な
く
保
護

者
対
応
を
続
け
、
状
況
を
議

会
へ
報
告
し
て
い
る
。
 

 

本
年
8
月
に
N
P
O
法

人
の
代
表
者
が
町
長
と

こ
の
問
題
に
つ
い
て
懇
談
し

た
と
の
こ
と
。
 

　
町
並
び
に
教
育
委
員
会
は

問
題
解
決
の
た
め
の
助
言
を

受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。
 

 

こ
れ
ま
で
の

経
緯
に
よ
ら

ず
、
法
に
基
づ
い
た
外
部
の

方
に
よ
る
調
査
を
行
っ
て
、

そ
の
結
果
に
双
方
が
従
う
こ

と
が
解
決
の
近
道
で
あ
ろ
う

と
い
う
意
見
。
 

問 
問 生

涯
教
育
部
長 

教
育
長 

木
曽
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
町
内
で

3
m
近
い
侵
水
が
想
定
さ
れ

る
。
対
策
は
。
 

 

避
難
と
は
 

「
避
難
所
へ

行
く
」
こ
と
で
は
な
く
、
重

要
な
の
は
「
難
」
を
「
避
け

る
」
こ
と
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
で
繰
り
返
し
伝
え
る

こ
と
が
対
策
に
繋
が
る
と
考

え
て
い
る
。
 

 

大
雨
で
冠
水
被
害
が
出

て
い
る
。
雨
水
桝
な
ど

浸
水
対
策
補
助
制
度
導
入
は
。
 

 

江
南
市
や
春
日

井
市
が
制
度
を

設
け
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の

内
容
や
利
用
状
況
を
調
査
し

検
討
し
た
い
。
 

 

地
域
の
火
の
見
櫓
の
老

朽
化
に
よ
り
安
全
性
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策

は
。
 

 

町
で
設
置
し

て
お
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
管
理
を
含
め
て

不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
 

　
い
く
つ
か
の
地
域
か
ら
相

談
が
あ
り
、
各
行
政
区
に
調

査
や
今
後
の
管
理
な
ど
、
協

議
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
。
 

　
原
則
は
地
域
で
管
理
、
ま

た
は
撤
去
と
な
る
が
、
管
理

が
困
難
な
場
合
は
町
へ
の
移

管
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。
 

　
町
へ
移
管
さ
れ
た
場
合
は

優
先
順
位
を
付
け
て
修
繕
す

る
。
 

問 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

建
設
部
長 

安
倍
元
首
相
が
暗
殺
さ

れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
件
が
起
き
て
、
旧
統
一
協

会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合
）
と
政
治
家
の
癒
着
問
題
、

旧
統
一
協
会
に
よ
る
霊
感
商

法
、
強
引
な
寄
附
問
題
な
ど

が
再
び
社
会
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
 

　
本
町
で
被
害
に
あ
わ
れ
た

と
い
う
相
談
は
あ
る
の
か
。
 

 

毎
月
開
催
し

て
い
る
消
費

生
活
相
談
で
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
と
い
う
相
談
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
 

 

旧
統
一
協
会
の
行
事
な

ど
が
本
町
の
公
共
施
設

で
行
わ
れ
、
町
や
教
育
委
員

会
が
後
援
な
ど
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。
 

 

過
去
5
年
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
調

査
し
た
が
、
後
援
名
義
の
使

用
許
可
は
し
て
い
な
い
。
 

 

町
長
や
教
育
長
、
幹
部

職
員
な
ど
が
旧
統
一
協

会
の
集
会
に
参
加
し
、
あ
い

さ
つ
を
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
 

 

過
去
の
案
内
状

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
帳
な
ど
を
確
認
し
た
が
、

団
体
等
か
ら
案
内
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
な
い
し
、
行
事

に
参
加
し
た
こ
と
も
な
い
。
 

 

問 

問 問 

地
域
協
働
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

本
町
の
空
き
家
数
の
状

況
と
対
策
は
。
 

 

平
成
29
年
度

の
1
0
3
件

か
ら
、
令
和
3
年
度
は
1
3
 

6
件
に
増
え
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
問
題
の
あ
る
空
き
家

の
件
数
は
29
件
か
ら
21
件
に

減
少
し
て
い
る
。
 

　
対
策
と
し
て
は
、
公
益
社

団
法
人
愛
知
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
と
の
協
定
に
よ
る

空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設
を
は

じ
め
、
空
き
家
活
用
に
向
け

た
改
修
費
用
、
危
険
空
き
家

の
除
却
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
を
設
け
た
り
し
て

い
る
。
 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

被害にあわれた方の相談はあるか 
地域協働部長 そのような相談は今のところない 

旧統一協会問題 

老朽化し安全性が
懸念されている火
の見櫓 

雑草が茂る管理されていない空き家 

法
に
基
づ
い
た
調
査
委
員
会
設
置
を
 

教
育
長 

法
に
定
義
さ
れ
た
対
象
で
は
な
い 

い
じ
め
問
題 

令和4年9月定例会 
一般質問（丹羽孝議員） 

令和4年9月定例会 
一般質問（吉田議員） 

や
ぐ
ら
 

0

150
（件） 

100

50

平成29 平成30 令和元 令和2 令和3

空き家推移 
北地域 

中地域 

南地域 

合計 

ま
す
 

※旧世界基督教統一神霊
協会の略称は「統一教
会」と「統一協会」の2
つの表記がありますが、
質問者の意向に沿ったも
のを用いています。 

※ 
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、
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な
寄
附
問
題
な
ど

が
再
び
社
会
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
 

　
本
町
で
被
害
に
あ
わ
れ
た

と
い
う
相
談
は
あ
る
の
か
。
 

 

毎
月
開
催
し

て
い
る
消
費

生
活
相
談
で
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
と
い
う
相
談
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
 

 

旧
統
一
協
会
の
行
事
な

ど
が
本
町
の
公
共
施
設

で
行
わ
れ
、
町
や
教
育
委
員

会
が
後
援
な
ど
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。
 

 

過
去
5
年
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
調

査
し
た
が
、
後
援
名
義
の
使

用
許
可
は
し
て
い
な
い
。
 

 

町
長
や
教
育
長
、
幹
部

職
員
な
ど
が
旧
統
一
協

会
の
集
会
に
参
加
し
、
あ
い

さ
つ
を
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
 

 

過
去
の
案
内
状

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
帳
な
ど
を
確
認
し
た
が
、

団
体
等
か
ら
案
内
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
な
い
し
、
行
事

に
参
加
し
た
こ
と
も
な
い
。
 

 

問 

問 問 

地
域
協
働
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

本
町
の
空
き
家
数
の
状

況
と
対
策
は
。
 

 

平
成
29
年
度

の
1
0
3
件

か
ら
、
令
和
3
年
度
は
1
3
 

6
件
に
増
え
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
問
題
の
あ
る
空
き
家

の
件
数
は
29
件
か
ら
21
件
に

減
少
し
て
い
る
。
 

　
対
策
と
し
て
は
、
公
益
社

団
法
人
愛
知
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
と
の
協
定
に
よ
る

空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設
を
は

じ
め
、
空
き
家
活
用
に
向
け

た
改
修
費
用
、
危
険
空
き
家

の
除
却
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
を
設
け
た
り
し
て

い
る
。
 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

被害にあわれた方の相談はあるか 
地域協働部長 そのような相談は今のところない 

旧統一協会問題 

老朽化し安全性が
懸念されている火
の見櫓 

雑草が茂る管理されていない空き家 

法
に
基
づ
い
た
調
査
委
員
会
設
置
を
 

教
育
長 

法
に
定
義
さ
れ
た
対
象
で
は
な
い 

い
じ
め
問
題 

令和4年9月定例会 
一般質問（丹羽孝議員） 

令和4年9月定例会 
一般質問（吉田議員） 

や
ぐ
ら
 

0

150
（件） 

100

50

平成29 平成30 令和元 令和2 令和3

空き家推移 
北地域 

中地域 

南地域 

合計 

ま
す
 

※旧世界基督教統一神霊
協会の略称は「統一教
会」と「統一協会」の2
つの表記がありますが、
質問者の意向に沿ったも
のを用いています。 

※ 
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
未
設
置
区
間
の
安
全
を
 

部
長 

県
と
協
議
し
て
安
全
対
策
を
進
め
る 

五
条
川
沿
線
道
路 

今年度も思いやり商品券の発行を 
部長 町社協は新たな支援策を実施 

企
業
誘
致
に
よ
り
農
地

面
積
が
減
少
し
て
い
る

が
、
農
作
物
の
収
穫
量
は
ど

れ
ほ
ど
減
少
し
た
か
。
 

 

農
地
転
用
に

よ
り
減
少
し

た
農
地
の
大
部
分
は
水
田
で

あ
り
、
米
や
六
条
大
麦
の
生

産
量
が
減
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
 

　
し
か
し
、
収
穫
量
は
天
候

に
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
農

地
面
積
の
減
少
に
よ
る
影
響

を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
。
 

 

本
町
の
農
業
に
化
学
肥

料
や
農
薬
を
使
用
し
な

い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
を
導

入
し
て
は
。
 

 

農
業
者
自
ら

の
申
し
出
や

相
談
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支

援
す
る
が
、
既
存
の
農
業
者

へ
の
提
案
は
難
し
い
。
 

　
ま
ず
は
、
今
年
度
設
立
す

る
新
農
業
法
人
で
取
り
組
ん

で
み
た
い
。
 

 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
し

た
食
材
を
学
校
給
食
に

使
用
で
き
な
い
か
。
 

 

給
食
担
当
に

相
談
し
た
と

こ
ろ
、
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
根
菜
類
で
あ
れ
ば

可
能
性
は
あ
る
と
の
こ
と
で
、

町
内
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培

を
始
め
た
新
規
就
農
者
に
そ

の
旨
を
伝
え
、
検
討
し
て
も

ら
う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
 

　
新
農
業
法
人
で
も
学
校
給

食
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。
 

問 

問 
問 ま

ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

町
内
の
五
条
川
沿
い
に

あ
る
道
路
の
全
長
は
。
 

 

上
流
の
大
口
橋

か
ら
下
流
の
堀

尾
橋
ま
で
の
間
で
約
4
3
7
 

0
m
。
 

 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
い

と
こ
ろ
は
何
m
あ
る
の

か
。
 

 

転
落
防
止
柵
を

含
め
た
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
延
長
は
約
3
1
8
 

0
m
あ
り
、
残
り
約
1
1
9
 

0
m
の
区
間
に
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
 

 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
区
間
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
 

 

河
川
管
理
者
で

あ
る
県
と
の
協

議
が
必
要
に
な
る
。
 

　
河
川
に
影
響
を
与
え
な
い

こ
と
が
前
提
だ
が
、
カ
ー
ブ

等
の
安
全
上
必
要
な
箇
所
に

は
防
護
柵
や
反
射
板
を
設
置

し
て
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
対
策
を
進
め
た
い
。
 

問 問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

障
が
い
者
・
児
の
方
々

が
日
常
生
活
を
送
る
う

え
で
、
周
り
の
方
々
に
支
援

や
配
慮
を
意
思
表
示
さ
れ
て

い
る
、
こ
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

は
ど
の
よ
う
な
活
用
状
況
か
。
 

 

県
内
一
斉
配

布
か
ら
4
年

が
経
過
し
、
あ
る
程
度
普
及

が
進
ん
で
受
領
さ
れ
た
方
の

多
く
は
自
身
の
カ
バ
ン
な
ど

に
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
車
や
バ
ス
の
優
先
席
付
近

や
病
院
や
商
業
施
設
内
な
ど

で
多
数
見
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
 

 

県
内
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

は
11
種
類
。
ま
た
、
各

省
庁
、
自
治
体
、
団
体
な
ど

が
作
成
し
て
い
る
も
の
が
14

種
類
あ
る
。
障
が
い
者
・
児

へ
の
手
助
け
と
な
る
マ
ー
ク

の
お
知
ら
せ
は
い
か
が
。
 

 

各
種
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
啓
発
と
併
せ
て
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

今
年
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
が
商
工
会
よ
り
発

行
さ
れ
る
が
、
物
価
高
騰
で

住
民
の
生
活
支
援
に
昨
年
以

上
の
施
策
が
必
要
と
さ
れ
る
。
 

　
昨
年
同
様
に
「
思
い
や
り

商
品
券
」
を
発
行
す
べ
き
と

思
う
が
、
な
ぜ
発
行
し
な
い

の
か
。
 

 

昨
年
度
の
 

「
思
い
や
り

商
品
券
」
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
町
社
協
）
が

主
体
と
な
り
、
児
童
扶
養
手

当
と
生
活
福
祉
資
金
の
特
例

貸
付
者
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
配
布
し
た
も
の
。
 

　
今
年
度
、
町
社
協
で
は
、

「
思
い
や
り
商
品
券
」
に
代

え
て
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
新

た
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
呈
す
る
事
業
や
、
生

活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
者

に
は
引
き
続
き
食
料
品
の
支

援
を
し
て
い
る
。
 

　
な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
商
工
会
が
町
内
事
業
者

の
新
規
顧
客
の
獲
得
や
売
り

上
げ
向
上
を
目
指
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
町
は
そ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
経
費
や
事
務

費
を
補
助
し
て
い
る
。
 

　
昨
年
度
は
商
工
会
が
中
止

し
た
事
業
の
費
用
や
、
町
議

会
が
中
止
し
た
視
察
費
用
を

充
当
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

従
来
の
10
%
か
ら
30
%
に
し

て
実
施
さ
れ
た
。
 

　
今
年
度
は
例
年
ど
お
り
の

10
%
で
計
画
し
て
い
た
が
、

県
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
た

た
め
、
20
%
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ヘルプマークの啓発チラシ 
（出典：愛知県ウェブサイトより） 

オーガニック栽培の野
菜を給食に採用を！ 

約3割の区間には転落防止のためのガード
レールや柵などがありません 

プレミアム商品券の引換窓口 
（大口町商工会） 

障がい者ヘルプマークの活用は 
部長 ある程度普及が進んでいる 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
の
食
材
を
給
食
に
 

部
長 
使
用
可
能
な
食
材
に
つ
い
て
検
討 

令和4年9月定例会 
一般質問（江幡議員） 

令和4年9月定例会 
一般質問（大竹議員） 
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「
思
い
や
り

商
品
券
」
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
町
社
協
）
が

主
体
と
な
り
、
児
童
扶
養
手

当
と
生
活
福
祉
資
金
の
特
例

貸
付
者
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
配
布
し
た
も
の
。
 

　
今
年
度
、
町
社
協
で
は
、

「
思
い
や
り
商
品
券
」
に
代

え
て
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
新

た
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
呈
す
る
事
業
や
、
生

活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
者

に
は
引
き
続
き
食
料
品
の
支

援
を
し
て
い
る
。
 

　
な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
商
工
会
が
町
内
事
業
者

の
新
規
顧
客
の
獲
得
や
売
り

上
げ
向
上
を
目
指
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
町
は
そ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
経
費
や
事
務

費
を
補
助
し
て
い
る
。
 

　
昨
年
度
は
商
工
会
が
中
止

し
た
事
業
の
費
用
や
、
町
議

会
が
中
止
し
た
視
察
費
用
を

充
当
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

従
来
の
10
%
か
ら
30
%
に
し

て
実
施
さ
れ
た
。
 

　
今
年
度
は
例
年
ど
お
り
の

10
%
で
計
画
し
て
い
た
が
、

県
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
た

た
め
、
20
%
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ヘルプマークの啓発チラシ 
（出典：愛知県ウェブサイトより） 

オーガニック栽培の野
菜を給食に採用を！ 

約3割の区間には転落防止のためのガード
レールや柵などがありません 

プレミアム商品券の引換窓口 
（大口町商工会） 

障がい者ヘルプマークの活用は 
部長 ある程度普及が進んでいる 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
の
食
材
を
給
食
に
 

部
長 

使
用
可
能
な
食
材
に
つ
い
て
検
討 

令和4年9月定例会 
一般質問（江幡議員） 

令和4年9月定例会 
一般質問（大竹議員） 
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一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

FAQとは 
Frequently 
Asked 
Questions 

の略で直訳すると「頻繁に尋ねられる
質問」のことですが、実際には回答も
併せて記載されたものになります。 

全国の議会が発行する広報紙を題材に、読んでもらえる紙面
づくりのポイントを学んできました 

仮設トイレでの感染対策も重要なポイントの1つです 

丹羽力也　氏 長屋孝成　氏 

近
隣
4
市
1
町
に
は
、

浸
水
防
止
施
設
設
置
の

補
助
制
度
が
あ
る
が
本
町
に

は
無
い
。
本
町
内
の
家
屋
等

は
浸
水
に
強
い
と
の
認
識
か
。
 

 

近
隣
市
町
に
比

べ
多
く
の
河
川

が
あ
る
の
で
、
雨
水
の
排
水

に
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る

が
、
市
街
化
の
進
展
や
近
年

頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

し
て
は
、
河
川
や
排
水
路
の

整
備
の
み
で
は
、
対
応
で
き

な
い
状
況
と
認
識
。
 

 

浸
水
防
止
施
設
を
設
置

す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
助
成
は
で
き
な
い
か
。
 

 

近
年
頻
発
す
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

対
応
し
た
整
備
は
で
き
て
い

な
い
。
 

　
ま
ず
は
、
近
隣
自
治
体
の

状
況
調
査
と
合
わ
せ
、
本
町

で
の
要
望
も
確
認
し
て
い
き

た
い
。
 

問 

問 建
設
部
長 

建
設
部
長 

あ
る
近
隣
市
で
は
、
法

令
用
語
の
言
い
換
え
例

を
は
じ
め
、
職
員
一
丸
で
情

報
の
伝
わ
り
易
さ
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
。
本
町
の
見
解

は
。
 

 

言
い
換
え
に
よ

り
本
来
の
意
味

が
失
わ
れ
た
り
、
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
異
な
る
と
本
末
転
倒
に

な
る
た
め
、
法
令
用
語
・
専

門
用
語
に
は
説
明
等
を
加
え

て
分
か
り
易
く
し
て
い
き
た

い
。
 

 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
F
 

A
Q
（
Q
＆
A
）
ペ
ー

ジ
の
新
設
を
。
 

 

全
庁
的
な
F
A
 

Q
コ
ー
ナ
ー
の

導
入
に
向
け
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

よくある質問コーナーを設けては 
部長 導入に向けて前向きに検討 

分かりやすい行政サービス 

本町はどうする？ 
慣例的なことばの言い回しや、難解な
専門用語など住民にとって馴染みの薄
い表現や用語が使われ、その内容が相
手に伝わりにくくなっているケースが
数多くあるとして、文書作成の手引き
を作成した自治体もあります 
（写真はイメージ） 

浸
水
防
止
施
設
の
新
設
に
補
助
を
 

部
長 

ま
ず
は
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
を
調
査 

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨 令和4年9月定例会 

一般質問（岡議員） 

今までの常識や経験則は 
通用しなくなってきている? 

1時間雨量50mm以上、同80mm以
上は増加。日降水量200mm以上の
年間日数、同400mm以上の年間日
数は増加傾向にあります。 

（右図：気象庁ウェブサイトより） 

　
ア
イ
リ
ス
愛
知
で
開
催
さ

れ
た
第
35
回
愛
知
県
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
議
会
広
聴

広
報
常
任
委
員
会
メ
ン
バ
ー

6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
よ
り
、

前
半
は
住
民
に
読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
の
作
り
方
の
基
本

と
編
集
を
学
び
、
後
半
は
参

加
し
た
議
会
が
実
際
に
発
行

し
た
議
会
だ
よ
り
の
良
い
点
、

悪
い
点
を
講
師
に
評
価
し
て

い
た
だ
く
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
が
読

み
た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」

に
向
け
て
一
層
の
改
善
に
励

み
ま
す
。
 

　
町
民
安
全
課
が
主
催
し
た

職
員
向
け
の
研
修
に
議
長
以

下
13
人
の
議
員
も
参
加
し
、

避
難
所
で
の
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

　
目
的
は
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
避
難
所

の
環
境
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
、
②
実
践
事
例
を
元
に

被
災
者
受
け
入
れ
か
ら
ゾ
ー

ニ
ン
グ
、
衛
生
管
理
等
の
流

れ
を
確
認
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
予
防
及
び
健
康
被
害

の
リ
ス
ク
軽
減
等
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。
 

　
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
に
な
り
が
ち
な
避
難
所
運

営
に
、
住
民
が
積
極
的
に
参

加
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件

や
準
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
混
乱
が
予
測
さ
れ

る
受
付
時
の
様
子
も
体
感
し
、
 

感
染
予
防
の
た
め
に
最
低
限

抑
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
手

順
の
理
解
に
努
め
ま
し
た
。
 

　
9
月
13
日
付
け
で
船
戸
光

夫
氏
か
ら
齊
木
一
三
議
長
宛

て
に
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
9
月
27
日

の
本
会
議
に
て
本
件
が
諮
ら

れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
辞
職

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

欠
員
に
よ
る
補
欠
選
挙
は
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
副

委
員
長
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
新
た
に
佐
名
か
よ
子
議

員
を
副
委
員
長
に
選
任
し
ま

し
た
。
 

　
本
町
か
ら
選
出
し
た
丹
羽

広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
に

欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
新
た

に
酒
井
正
宗
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
 

　
9
月
定
例
会
に
任
期
満
了

に
伴
う
教
育
長
及
び
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

議
会
に
同
意
を
求
め
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
教
育
長
は
本
年
11
月
30
日

で
任
期
が
満
了
す
る
長
屋
孝

成
氏
を
再
任
し
、
教
育
委
員

会
委
員
は
9
月
30
日
で
任
期

が
満
了
す
る
丹
羽
茂
文
氏
の

後
任
に
丹
羽
力
也
氏
を
新
た

に
任
命
す
る
も
の
で
す
。
 

　
町
議
会
は
両
氏
と
も
適
任

と
判
断
し
、
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
 

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
 

令
和
4
年
8
月
9
日
（
火
）
　
ア
イ
リ
ス
愛
知
 

避
難
所
で
の
感
染
防
止
対
策
研
修
に
参
加
 

9
月
24
日
（
土
）
　
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
 

議
員
の
辞
職
に
つ
い
て
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
 

副
委
員
長
に
佐
名
氏
を
選
任
 

丹
羽
広
域
事
務
組
合
議
会
 

議
員
に
酒
井
氏
を
選
出
 

教
育
長
・
教
育
委
員
の
 

任
命
に
同
意
 

［全国アメダス］1時間降水量50mm以上の年間発生回数 
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一
　
般 

質
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岡

　

孝

夫

 

FAQとは 
Frequently 
Asked 
Questions 

の略で直訳すると「頻繁に尋ねられる
質問」のことですが、実際には回答も
併せて記載されたものになります。 

全国の議会が発行する広報紙を題材に、読んでもらえる紙面
づくりのポイントを学んできました 

仮設トイレでの感染対策も重要なポイントの1つです 

丹羽力也　氏 長屋孝成　氏 

近
隣
4
市
1
町
に
は
、

浸
水
防
止
施
設
設
置
の

補
助
制
度
が
あ
る
が
本
町
に

は
無
い
。
本
町
内
の
家
屋
等

は
浸
水
に
強
い
と
の
認
識
か
。
 

 

近
隣
市
町
に
比

べ
多
く
の
河
川

が
あ
る
の
で
、
雨
水
の
排
水

に
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る

が
、
市
街
化
の
進
展
や
近
年

頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

し
て
は
、
河
川
や
排
水
路
の

整
備
の
み
で
は
、
対
応
で
き

な
い
状
況
と
認
識
。
 

 

浸
水
防
止
施
設
を
設
置

す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
助
成
は
で
き
な
い
か
。
 

 

近
年
頻
発
す
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

対
応
し
た
整
備
は
で
き
て
い

な
い
。
 

　
ま
ず
は
、
近
隣
自
治
体
の

状
況
調
査
と
合
わ
せ
、
本
町

で
の
要
望
も
確
認
し
て
い
き

た
い
。
 

問 

問 建
設
部
長 

建
設
部
長 

あ
る
近
隣
市
で
は
、
法

令
用
語
の
言
い
換
え
例

を
は
じ
め
、
職
員
一
丸
で
情

報
の
伝
わ
り
易
さ
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
。
本
町
の
見
解

は
。
 

 

言
い
換
え
に
よ

り
本
来
の
意
味

が
失
わ
れ
た
り
、
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
異
な
る
と
本
末
転
倒
に

な
る
た
め
、
法
令
用
語
・
専

門
用
語
に
は
説
明
等
を
加
え

て
分
か
り
易
く
し
て
い
き
た

い
。
 

 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
F
 

A
Q
（
Q
＆
A
）
ペ
ー

ジ
の
新
設
を
。
 

 

全
庁
的
な
F
A
 

Q
コ
ー
ナ
ー
の

導
入
に
向
け
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

よくある質問コーナーを設けては 
部長 導入に向けて前向きに検討 

分かりやすい行政サービス 

本町はどうする？ 
慣例的なことばの言い回しや、難解な
専門用語など住民にとって馴染みの薄
い表現や用語が使われ、その内容が相
手に伝わりにくくなっているケースが
数多くあるとして、文書作成の手引き
を作成した自治体もあります 
（写真はイメージ） 

浸
水
防
止
施
設
の
新
設
に
補
助
を
 

部
長 

ま
ず
は
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
を
調
査 

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨 令和4年9月定例会 

一般質問（岡議員） 

今までの常識や経験則は 
通用しなくなってきている? 

1時間雨量50mm以上、同80mm以
上は増加。日降水量200mm以上の
年間日数、同400mm以上の年間日
数は増加傾向にあります。 

（右図：気象庁ウェブサイトより） 

　
ア
イ
リ
ス
愛
知
で
開
催
さ

れ
た
第
35
回
愛
知
県
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
議
会
広
聴

広
報
常
任
委
員
会
メ
ン
バ
ー

6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
よ
り
、

前
半
は
住
民
に
読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
の
作
り
方
の
基
本

と
編
集
を
学
び
、
後
半
は
参

加
し
た
議
会
が
実
際
に
発
行

し
た
議
会
だ
よ
り
の
良
い
点
、

悪
い
点
を
講
師
に
評
価
し
て

い
た
だ
く
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
が
読

み
た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」

に
向
け
て
一
層
の
改
善
に
励

み
ま
す
。
 

　
町
民
安
全
課
が
主
催
し
た

職
員
向
け
の
研
修
に
議
長
以

下
13
人
の
議
員
も
参
加
し
、

避
難
所
で
の
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

　
目
的
は
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
避
難
所

の
環
境
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
、
②
実
践
事
例
を
元
に

被
災
者
受
け
入
れ
か
ら
ゾ
ー

ニ
ン
グ
、
衛
生
管
理
等
の
流

れ
を
確
認
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
予
防
及
び
健
康
被
害

の
リ
ス
ク
軽
減
等
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。
 

　
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
に
な
り
が
ち
な
避
難
所
運

営
に
、
住
民
が
積
極
的
に
参

加
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件

や
準
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
混
乱
が
予
測
さ
れ

る
受
付
時
の
様
子
も
体
感
し
、
 

感
染
予
防
の
た
め
に
最
低
限

抑
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
手

順
の
理
解
に
努
め
ま
し
た
。
 

　
9
月
13
日
付
け
で
船
戸
光

夫
氏
か
ら
齊
木
一
三
議
長
宛

て
に
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
9
月
27
日

の
本
会
議
に
て
本
件
が
諮
ら

れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
辞
職

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

欠
員
に
よ
る
補
欠
選
挙
は
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
副

委
員
長
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
新
た
に
佐
名
か
よ
子
議

員
を
副
委
員
長
に
選
任
し
ま

し
た
。
 

　
本
町
か
ら
選
出
し
た
丹
羽

広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
に

欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
新
た

に
酒
井
正
宗
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
 

　
9
月
定
例
会
に
任
期
満
了

に
伴
う
教
育
長
及
び
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

議
会
に
同
意
を
求
め
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
教
育
長
は
本
年
11
月
30
日

で
任
期
が
満
了
す
る
長
屋
孝

成
氏
を
再
任
し
、
教
育
委
員

会
委
員
は
9
月
30
日
で
任
期

が
満
了
す
る
丹
羽
茂
文
氏
の

後
任
に
丹
羽
力
也
氏
を
新
た

に
任
命
す
る
も
の
で
す
。
 

　
町
議
会
は
両
氏
と
も
適
任

と
判
断
し
、
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
 

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
 

令
和
4
年
8
月
9
日
（
火
）
　
ア
イ
リ
ス
愛
知
 

避
難
所
で
の
感
染
防
止
対
策
研
修
に
参
加
 

9
月
24
日
（
土
）
　
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
 

議
員
の
辞
職
に
つ
い
て
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
 

副
委
員
長
に
佐
名
氏
を
選
任
 

丹
羽
広
域
事
務
組
合
議
会
 

議
員
に
酒
井
氏
を
選
出
 

教
育
長
・
教
育
委
員
の
 

任
命
に
同
意
 

［全国アメダス］1時間降水量50mm以上の年間発生回数 
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議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
聴

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

令和 3 年度決算を認定 
一　般　質　問 

夏季登下校時の熱中症対策は 
男性用個室トイレにもごみ箱を 
老朽化した火の見櫓はどうなる　ほか 

議会あれこれ　議員 1 人が辞職　ほか 

2～3 
8～14 
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議会だより 議会だより 

※今定例会で改正条例を全会一致で可決。 
　令和5年4月から通院費も無料になる予定です。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定 
11月30日（水） 提案説明 
12月 2日（金） 一般質問 
12月 5日（月） 一般質問 
12月 7日（水） 質疑 
12月 8日（木） 質疑・委員会付託 
12月12日（月） 総務建設常任委員会 
12月14日（木） 文教福祉常任委員会 
12月20日（火） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 

発
行
責
任
者 

議

長

 

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会 

委
員
長

 

副
委
員
長 

委

員

 

 

齊

木

一

三

 
 

丹

羽

　

孝

 

岡

　

孝

夫

 

江
幡
満
世
志 

佐
名
か
よ
子 

江

口

昌

史

 

大

竹

伸

一

 

大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

12月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

いざというときに備えて 
（9月24日　健康文化センター　避難所における感染防止対策研修　関連記事P15） 

月
定

例
会

 N
o.2

3
4

令
和

4
年

1
0

月
2

1
日

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

いざというときに備えて 
 （9月24日　健康文化センター　避難所における感染防止対策研修　関連記事P15） 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　子供が病気になったりケガをしても不安なく
診察が受けられ、子育てしやすくなるようにし
てください。 

（山田さん　上小口地区） 

　蔵書を増やしてもらえると他の図書館を探さ
ずに済むのでうれしいです。集中して静かに勉
強できる場所も整えてほしいです。 

（丹羽さん　上小口地区） 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

やぐら 

実現 
予定 
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